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形原地区
まちづくりと公共施設の将来を考えるワークショップ
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蒲郡市では、地区の皆さまが主な利⽤者となる
公共施設（小学校・中学校・保育園・児童館・
公⺠館）の将来の配置や使い方を示す「地区個
別計画」を策定するため、中学校区ごとに「まちづく
りと公共施設の将来を考えるワークショップ」を開催
しています。本かわらばんでは、形原地区ワーク
ショップでの検討内容をお知らせします。
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１１月６日開催の第３回では、ご意⾒を整
理して作成した「地区の課題の解決策」と、学
校・公⺠館・保育園の今後の方針であるグラン
ドデザイン等をもとに作成した４つの再配置プラ
ンについて意⾒交換を⾏いました。すべての課
題を解決する案を作成することは困難ですが、
複数のプランを比較しながらより多くの課題を解
決するプランはどういったものか検討することが大
切です。

１ 多様な⼈々との交流
２ 子育てしやすい環境づくり
３ 子ども達の居場所づくり
４ 地域の活性化
５ 高齢者の活躍
６ 安全・安心
７ 利便性の向上
８ 効率的な施設配置

事務局が整理した8つの視点と第３回で出た視点に対する意⾒
「子どもたちのコミュニティ形成に寄与するか」を加
えるのはどう︖
施設再編に関わらず、地域の伝統⾏事を世代を
超えて伝承していけるといいな。
「高齢者と子どもが交流できる」「部活動の指導を
地域で協⼒できる仕組みがある」があるといいな。
利便性を求めすぎて安全面が疎かにならないよう
な視点も評価に盛り込んではどう︖
「子どもの通学距離や通学路の安全性」などを視
点として加えてはどう︖



参加者からの提案

施設再配置案と意⾒
A 保育園への利便性を確保するプラン

不安

B 子どもの交流の充実を図るプラン
期待
小学校と保育園・児童クラ
ブ・地域連携拠点との複
合化は多世代交流ができ
そう。
小学校を中心に２つの地
域拠点がバランスよく配置
されている。
保育園と児童クラブが同
一敷地にあるのは、送迎が
楽になるので親の負担が
軽減される。
小学校と保育園の複合化
は、子育て機能にまとまり
がでる。
駐⾞場不⾜を補うことがで
きたら、最も優れた案なの
では︕
公⺠館は新しいので、移
転する必要はなさそう。

形原小学校に保育園を複
合するには、敷地が狭く不
安だ。
小学校への公⺠館機能
複合は、セキュリティ面で
不安がある。
形原駅周辺は道が狭くて
小学校の駐⾞場が確保で
きないのは心配。周辺の
敷地で補うことはできない
かな︖

不安

支所(⻄部防災セン
ター)跡地を駐⾞場に
することで駐⾞場問題
を解決できそう︕

期待
中学と保育園の複合化
・メリットは少ないかも。
・子どもの体格差があるけ
ど、安全を確保できるの︖
小学校、公⺠館機能の複
合はセキュリティ面が心配。
駐⾞場不⾜は解消できる
けど、アクセスは改善される
かな︖送迎時を想定して
周辺道路の混雑状況を
改善してほしい。
公⺠館は高潮浸⽔区域。
災害時を考えると、現在の
場所で大丈夫かな…︖
(B・D共通)

児童館は⻑寿命化となっ
ているけど、使い勝手が悪
いから早めに建替えてほし
い。(B・D共通)

形原中学校と形原保育
園とで⾏われている交流を
維持できる︕
複合化で保育園の駐⾞
場ができて、送迎がスムー
ズになる。
避難場所の中学校への保
育園併設は、災害時に園
児がすぐに避難できて安心。
公⺠館は新しいので、移
転する必要はなさそう。
形原北小学校・保育園、
形原中学校・保育園は、
学校の仕切りを取り払うだ
けだから整備コストを抑えら
れると思う。

でも保育園と児
童クラブが離れて
しまうことが課題
ね。

保育園は、駐⾞
場がとても充実
しそうね。

形原小学校敷
地の駐⾞場不
⾜問題は、重要
な課題ですね。

公⺠館建て替え時期
になったら、形原中学
校・保育園の敷地に
建設してはどう︖



第２回までの意⾒をもとに事務局が４つの再配置案を提示し、これらの案への期待と不安を共有しました。

C 多世代交流の拠点をつくるプラン
不安

期待 不安

期待
１か所に保育園・小学
校・中学校・があるので、
子どもの交流面・通学面で
安心できる。
保育園・小学校・中学校・
地域連携拠点の１か所に
まとまっているので、多世代
交流が⼗分に展開できる
最も良い案︕
防災面から、公⺠館が現
在の小学校敷地へ移転す

形原中学校敷地に保育
園・小学校を複合するには
敷地が狭くないか心配。
形原地区の南側に住む児
童は小学校が遠くなり通
学が不便になる。
登下校の子どもが１か所
に集中するだけでなく、⾞
の混雑も起きて危険な可
能性がある。

形原小学校敷地に保育
園があると、駐⾞場が⼗分
に確保できて便利だ。
形原小学校敷地の保育
園がゆとりのある施設になり
そう。
形原小学校・中学校、形
原北小学校・保育園とで
全体的にまとまっている印
象。
公⺠館は新しいので、移
転する必要はなさそう。
(形原北小学校からの合流)
形原北小学校の児童の
⼈数の方が多いので、大き
な負担にならないだろう。

児童クラブと保育園が離れ
るので送迎の負担がかかる
が、駐⾞場に余裕があるな
ら問題はないかも︖
中学校敷地は小学校を
複合するほど⼗分な敷地
を確保できるのか。
適正規模にある小学校と
中学校をあえて統合する
必要はあるのか。
(形原北小学校からの合流)
・なじめない子が出てくるの
でよくない。

参加者からの提案
形原駅前は一等地なので、小学校ではなく
集客施設として整備したほうがよい。土地に
余裕がある形原北エリアに、公共施設を集
約するのはどうか。

D 保育環境の充実を図るプラン

〜C・D共通〜 形原北⼩学校の途中合流に対して
途中合流に不安の声が上がったことから、中学校を形原・形原北に分けることへの意⾒もいただきました。
・小中9年間教育を2か所に分ける案は承認できる。 ・子どもにとって環境が変わらないことは好ましくない。
・教育面を考えると形原中学校へ合流した方がいい。 ・形原中学校の生徒数が減少する。
・地域の一体感が失われる。

る点がよい。
公⺠館が駅から近くなるので、形原地区以外の⼈も
使いやすくなる。
(形原北小学校からの合流)
形原北小学校の児童の⼈数の方が多いので、大き
な負担にならないだろう。

適正規模にある小学校と中学校をあえて統合する必要は
あるのか。
(形原北小学校からの合流)
・なじめない子が出そうで好ましくない。
・地域のパワーバランス的に難しい。

参加者からの提案 公⺠館(地域連携拠点)が小学校と一体化することで、
多世代の交流を促すきっかけになる。



オープンハウス開催

日 時 12月25日(日)
テーマ 再配置プラン案の比較
◎傍聴希望者も募集中︕
◎ワークショップの内容は
1月25日(⽔)発⾏の
かわらばんで

次回ワークショップ

みてね

蒲郡市総務部公共施設マネジメント課
〒443-8601 蒲郡市旭町17番1号
mail k-mane@city.gamagori.lg.jp
TEL 0533-66-1214 / FAX 0533-66-1183

ワークショップについては
詳しくはこちらから→

問い合わせ先

ご意⾒大募集︕
ワークショップに参加している方だけでなく、その他の地区にお住まいのたくさんの方も、ぜひご意⾒をお寄せく

ださい。日々の生活で感じている地域のこと、地区内の公共施設に関するささいなことでも構いません。

提出方法 直接、郵便、ファクス、メールで公共施設マネジメント課（下記連絡先）へ。
記載項目 住所、氏名、年齢、電話番号、ご意⾒・ご感想

ご意⾒・ご感想の例
●ワークショップで検討されている内容について
●形原地区のまちづくりや公共施設に思うこと
（公共施設のここが使いにくい、使い方の提案 ほか）

スマホ
からも︕

きてね

パネル展示でワークショップに参加
していない方にも再配置案などを解
説します。

と き 12月7日（⽔）午後5時30分〜7時
ところ 名鉄形原駅
内容 施設再配置案の紹介

ミニアンケート
時間内で随時開催中。
「こんな施設になってほ
しい」「こんな配置にし
てほしい」などなど、どん
な小さな意⾒でもOK!

公共施設の集約
・狭い敷地に公共施設を集約しすぎると、かえって不便になりそうで不安だ。
・形原小学校に3つの保育園を集約してはどうか。駐⾞場が広く、駅も近く便利。より充実したサービスが期待できる。
・形原北小学校エリアの機能集約案は、特に問題はない。
・学校に公⺠館などの他機能が複合されることはセキュリティ面で不安だ。
保育園
・形原南保育園は坂やがけ地でアクセスに難がある。廃止に賛成する。
・いずれの案でも保育園が2園に減少しているが、⾃宅から近い場所にある方が送迎にも便利。3園を維持してはどう︖
・保育園はサービスを維持しつつ1園に集約する考えがあってもいいと思う。
・保育園は延⻑保育や低年齢児保育など、サービスの充⾜が必須だ。
・保育園の駐⾞場不⾜に対して、送迎バスを検討してはどうか。
その他
・⻑寿命化しても設備更新は必要なので、⻑寿命化が万能なわけではない。
・多様性や⾃主性を生み出し、いじめを軽減するために小中学校は⾏きたい学校を選べるシステムになってほしい。
・児童館は高台にあり屋根もあるため避難場所としても機能するので、現状のまま残していった方がいい。
・特定の施設に関する要求を出すだけでなく、全体を考えながら折り合いをつけていく必要がある。

全案共通意⾒


